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　今ほど決断が求められている時代はありません。私
たちの社会は、地球温暖化、大規模災害、少子高齢化、
グローバル化など、さまざまな課題に直面しています。
これらの課題には大きな不確実性があり、しかも社会
的な利害対立があります。これらの課題に対するリー
ダーの決断が、社会の未来を大きく左右する時代を迎
えています。
　博士課程教育リーディングプログラムは、全体を俯
瞰し、問題を解決できるリーダー養成を目標に掲げて
います。とくにオールラウンド型では、人文社会科学、
生命科学、理工学を統合した教育が求められています。
しかし、知識重視の教育だけでは、決断力や実行力は
育ちません。
　どうすれば決断力・実行力のあるリーダーを育てる
ことができるでしょうか？本プログラムの戦略は２つ
です。ひとつは現場での実践経験を積ませることです。
決断科学大学院プログラムでは重要な社会的問題の解
決に向けた共同研究を進めています。この共同研究を、
究極的な問題を解決するという意味で、プロジェクト
Z と呼んでいます。この現場で大学院生を育てます。
もうひとつは、経験を一般化しながら、オールラウン
ド型の新しい科学として「決断科学」を作ることです。
　科学の成果を社会的問題解決に生かすには、何らか
の対策を選ぶ必要があります。多くの選択肢の中から
どの対策を選べばよいか？この問いに答えるのが決断
科学の役割です。
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決断科学大学院プログラムでは３つの学識（専門性、学際性、統域性）と、４つの実践的スキル（国際力、プレゼン
テーション力、研究提案力、指導力）を養成するために、以下のカリキュラムを設けます。カリキュラム編成にあたっ
ては、たくさんの科目を立てることを避け、できるだけシンプルな構成にしました。プログラム学生が主体的にさま
ざまな課題に取り組むことを基本にしています。
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災害モジュールではインドネシアにおいて「小水力発電」を
テーマとして、持続可能性な地域社会を確立する取り組みを
行っています。インドネシアのローカル地域では無電化村も
まだまだ多く、地域で電力を自給できる小水力発電が注目さ
れています。これまでも日本の ODA のほかインドネシア政
府の補助金で、地域に小水力発電が導入されてきましたが、
稼動がストップしている所が少なくありません。その大半は
土砂災害や洪水災害に伴う取水堰や導水路の被災が原因で
す。発電所を運営している村の組織には復旧の予算もほとん
どなく、稼動がストップしたままです。災害モジュールでは、
持続可能な形での発電所のリハビリテーション（被災しても
地域で復旧・マネジメント可能な形、レジリエンスの高い形）
に向け、現地の方々と知恵を絞りながら村づくりを目指して
いきます。
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健康モジュールでは、福岡県久山町を研究フィールドの一つ
にしています。例えば 2015 年の夏には、学生 6 名を交えて
久山町健診実習を行いました。実習では少子高齢化をテーマ
とし、地域健康診断の視察をするとともに、保健師など地域
の方々や九大医学部の先生方とディスカッションを行いまし
た。ディスカッションでは「久山町健診のシステムやノウハ
ウを他の場所でもできるか？」「保健師さんから九大のドク
ターに望むものは？」など活発な意見交換が行われました。
このような実習を通して、生活習慣病や他の健康問題とその
対策、大学・行政・地域の連携、地域住民との信頼関係の構
築、などについて学ぶことができました。
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統治モジュールでは韓国を主たる海外実習の舞台としていま
す。2015 年の春には韓国の慶尚南道居昌郡を訪問し、増え
続ける都市部からの移住者への対応やコミュニティビジネス
の役割について聞き取り調査を行ったり、地域住民と交流し
たりしました。また済州島では、同様に韓国本土からやって
くる移住者と地域社会を結びつける様々な取り組みについて
ヒアリングを行ったり、中国人観光客が地域社会に与える影
響などについて調査を行っています。

対馬も統治モジュールの重要な実習サイトです。2015 年の
初夏には、対馬の主要産業である農業、漁業、観光業につい
て調査を行いました。対馬北部の志多留地区にて放棄地を開
墾した水田で田植え体験を行いました。田植えは学生にとっ
て想像以上に体力の消耗する作業で、水田を営むことの大変
さを、身をもって知るとともに、食文化の原点を学ぶことが
できました。また、地域の漁師さんにも聞き取り調査を行い、
対馬における漁業の現状や実態を肌で感じることができまし
た。さらに、韓国人観光客が島社会にどのような影響を与え
ているのかも重要な実習テーマとなりました。
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人間モジュールのミッションの一つは、決断が行われる様々
な現場において有用となる「人間の意思決定過程」を理解
し、一般化できる課題に適した決断プロセスを探ることであ
る。そのためには、どのような現場でも通用できる問題解決
に向けた決断の基礎スキルを学ぶことが求められる。人間モ
ジュールでは、伊都キャンパス内の宿泊施設で実習を行い、
これまで経験してきた様々な現場とは異なるシミュレーショ
ン場面における決断過程のトレーニングを行っている。実習
では、数日間に渡って、現実の問題解決場面をシミュレート
した模擬場面を設定した意思決定課題に繰り返し取り組む。
その中で、人間が情報を処理する知覚・認知過程、集団の中
での人間関係のあり方などを身に付けてもらう。それととも
に、意思決定課題中の心理的・生理的ストレス状態を測定し、
課題後に自己省察を行う。これにより、決断時の自己理解も
深めてもらう。
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サイエンスカフェ
Science Cafe

学生の自主的な研究活動

８月５日は比良松先生と安武さん親子
による「ひと手間かける食」、イベン
トマネージャーは野下さんでした。比
良松先生からは、九大生の食生活の歪
みが「自炊塾」という講義を通して改
善されたこと、それに伴って命や家族
に対する価値観や考え方に変化が起
こったことについてお話しいただきま
した。イベント冒頭の味噌汁づくりの
実演も通して、「食」という共同作業
の尊さについて会場で共有できたので
はないかと思います。

決断科学プログラムの「サイエンスカフェ部」がお送りするサイエンスカフェが、この８月５日と２２日に MUJI キャナルシティ
店の Open MUJI で行なわれました。去年の夏、鐘江先生や黒岩さんらと「決断科学でサイエンスカフェをしたいよね」と話
し始めてから約１年、部のメンバーで企画を練り、良品計画さんと協議を重ね、実現することができました。決断科学は社会
に開かれた科学の体系と組織を目指していることから、その活動・研究の成果を惜しみなく市民と共有し、持続可能性につい
て一緒に考えてみよう、との思いからです。それが決断科学を構築する一つの場になるだろうとも考えています。

８月２２日は村上先生による「迷路からだんごむしを脱出さ
せよう」で、ダンゴムシを導く迷路をつくる、という親子向
けの企画を田川さんマネージのもと行いました。親子には、
作った迷路に何回かメス・オス両方のだんごむしを走らせて
データを取ってもらい「仮説を立て、データを取り、解釈する」
作業まで体験してもらいました。実際にデータを取ってみる
とメスの方が迷路から脱出する確率が低いことがわかり、そ
の理由について会場全体で意見交換しました。「疑問を持ち、
自分で調べてみる大切さ（田川さん）」について共有できた
のではないかと思います。

以上、無事２回のサイエンスカフェが終わり、滑り出したところです。研究者の研究成果を伝え、会場から疑問や感想を聞く
ことができました。一方で、昨今の国内や世界情勢を見ていると、異なる・もしくは知らない意見や集団、また宗教などにた
いする即座の拒否反応が目立つように思います。わたしたちは今後もサイエンスカフェを設けることで、多様な意見の集合体
でもあり得る学術の成果を共有し、面と向かった議論の場を設け、事実やデータや意見を突き合わせて熟議していく社会を広
げることに貢献したいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□決断科学サイエンスカフェ部　角 玲緒那
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